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1. 概要（Summary ） 
 プラズマを作用させることで，正常細胞に対して選

択的にがん細胞がアポトーシスすることが報告され

着目されている [1]．しかしながら，どのような機構

によってがん細胞のアポトーシスを生じているのか

については，まだ詳細が明らかとなっていない．最近，

田中らがプラズマ照射溶液によって脳腫瘍の選択殺

傷メカニズムに係わる細胞内シグナリング物質につ

いて報告した [2]．そこで，細胞内シグナリング物質

などと係わるプラズマ照射によって溶液中に発生す

るフリーラジカルについて調べる必要があった．本解

析では，プラズマ照射溶液の電子スピン共鳴（ESR）

装置による測定によって，溶液中フリーラジカルの発

生について明らかとすることができた．  
2. 実験（Experimental） 
 本研究では，プラズマを作用させた溶液を準備して，

スピントラップ剤を添加してから静置した後，ESR
測定した． 
3. 結果と考察（Results and Discussion） 

プラズマ照射溶液の電子スピン共鳴（ESR）装置に

よる測定によって，溶液中フリーラジカルの発生につ

いて明らかとすることができた． 
・今後の課題 
 スピントラップ挙動についての解析が必要となっ

ている．また，スピントラップ剤の種類を変えて，検

出されるフリーラジカル種を増やす必要もある． 
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